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一亜麻紡織工場における脚気様主訴患者（所謂

「夏負σ」）の血中焦性葡萄酸量及び臨妹所見

に及ぼぜろビタミンB1連続投与の影響

金沢大単医学部日置内科敏室（主任　日置i教授）

竹　　内　　正　　伍

　　s吻・7γα伽醐
　　（昭和29年1，月19日受付）

緒

　著者は昨報において一亜麻紡織工場に．おける

脚気様主訴を有する患者（所謂「夏負け」）の大

部分が空林的所見，血中焦性葡萄酸量：及び「ビ

タミンB1負荷後の同酸量の低下より見て「ヒ

ポビタミノーゼB五に属するととを蓮べたが，

言

今回はヒ．れら患者に「ビタミンB1の種々の：量

を4週闇連続投与して，2週及び4週後の2回

に亘り上述の事項に及ぼせる「ビタミン：BIの

影響を観察したのでこれを報告する．

実験材料及び方法

　被検対象

　著者が前報において取扱つた（夏貢け」患者総数は

221名であり，この申昭和28年6，7，8月の3ヵ月

聞に発生せるものは91名を算えた，後者の申合併症な

き60名を無作爲に選び，これを20名宛3群に分って

各々「ビタミンB1（以下：B1と略記）5エng，10mg，

20mg蓮続皮下注射を企図したが，4週聞正しく毎日

注射を続行出來たものは5mg投与群では12名，10mg

投与群では11名，20mg投与群では13名で，他は種々

の事情で治療が中断されたのでこれらは検索対象から

外した．6，7，8月で調査を打切つたのはこの疾患

が秋冷の候と共に自然治癒する可能性を考慮したため

であった．なお患者の年歯今は16歳から30巌迄で，その

牢均は19歳であり，殆んどのものは20巌以下であっ

た．

　血中焦憾葡萄酸定量及びB1特等試験

　專ら日置・坪坂焦性繭萄酸簡易定個計1）を使用し

た，本計使用法は港外の論著に詳述されており，著者

も速報において紹介したので今これを省略する．なお

表申前値，後値とあるは：B】5mg翻注前及び1時間後

の血中焦性葡萄酸（以下焦酸と略称）値であり，後値

が前値より1Y／cc以上低下した場合をB1頁荷試験陽

性と称した．

　臨林調査

　前報の如く主として主訴，膝蓋腱反射，腓腹筋握

痛，同硬結，知覚鈍麻，浮腫，第二肺動脈書充進，尿

中「ウロビリノーゲソ試験及び血圧についてこれが調

査を行った．

実　験　成績

　全症例36名の成績を一括記載すれば第1表の

如くであった．以下各検査事項について：B1投

与の影響を検討する．
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　1）血中焦酸量及び塩負荷試験の成績（第

2，3表，第；1，2図）

　イ　5m9投与群（12名）

　投与前の血中焦酸：量の李均は10。3土0．9γ／cc

（13．7～8．3γ／cc）であったが，投与開始2週後

には7．8±0．9γ／cc（11．3～4．8γ／cc）に低下し，

更に4週後では6．6±1．3γ／cc（7．7～5，1γ／cc）

（但しヒの場合は前記2週後の｝3・負荷試験成績

が依然陽性であった6名についてのみ測定し

た．）に低下した．

　1雪1：負荷：試験は調査数12名申2週後6名（50

96）が陰性化し，4i週後には11名《92％）が陰

性となった．

　・　10m9投与群（11名）

　投与前の血申焦酸量の不均は10．7土1．1γ／cc

（13．3～9．2γ／cc）であったが，2週後は7．0±

0．8γ／cc（8．5～5．3γ／（℃）に低下し，4週後は

6．6γ／ce（この場合も5m9投与群と同様な意

味で残る1名のみにつき測定した．）となった・

　13・：負荷試験は2週後10名（91％）が陰性化し，

第2表　　血中焦性葡萄酸値

＼

＼
初診時

2週後
4週後

1315mg注射群（12名）

前副後瀬
B110mg注射群（11名）

・3：§圭巳：；　IZiζ三下：究：：圭ε：茸巨3：‘圭二：茎　［ζ：茸圭：：§1言：Σ圭巳：含

6。6±1．36．・±1．21・．・±・．36．616．・・．5
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前池陵虐差
10．0±0．8

6．8±0．7
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　0

第3表B、負荷試験陰転者

5m・醐i1・m・醐・・m・灘｝
群（12名）

＼＼鰍（％）

2週後
4週後

群（11名） 群（13名）

酬（％）綱（％）

6（50）10（90．9）12（92．5）
11　（91．7）　11　　（】．00）　　13　　（100）

4週後は全員が陰性となった．

　ハ　20mg投与群（13名）

　投与前の血中焦酸量の不均は10．0±0．8γ／cc

（11．ユ～8．5γ／cc），2i雪後は6．8±0．7γ／cc（10．9

～4．0γ／cc）に低下し，4週後は：6．2γ／cc（との

場合も5mg投与群と同様な意味で残る1名の

みにつき測定した．）となった．

　：B1負荷試験は13名中2i牛後12名（93％）が陰

性化し，4週後は全員陰性となった．

　即ち第1図に示す如く，血中焦酸塩は小計と

も投与開始後2週聞で急激に低下するが，それ

第1図B・連続注射による

　　血中焦寸寸：推移

γ／cc

11

10

9

8

7

6

5

～

0

　　　　5mg注射群
一一一一一 P0mg注射群

一一一 Q0mg注射群
　

ミ

＼ミ＼

　　＼奴

　　　　＼這

　　　　　＼こごこ

　　　　　　　　　　、

2 4週
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以後は低下の度合が少ない．（尤も10mg，20

mg投与lllでは4週後の焦酸量測定に＝各1名に

しか行っていないので，その値を直ちに前2回

の李均値と比較する訳には行かない．）

　：B・負荷試験では，：第2図に示す如く10mg

投与と20m9投与とでは同様に2週後90％以

上が陰性化し，4週後では何れも100％陰性化

したのに対し，5m9投与では～これより劣り，2

週後その50％が陰性化したに過ぎないが，4週

後には93％が陰性化して大部分10m9及び

20m9投与の場合に接近して來ている．

転
率％

　10の

　第1表に見る如く，治療前主訴は下肢倦怠が

36下中25名（69％），全身倦怠が8名（22％），

下肢痛が3名（8％）で下肢倦怠が断然多く，こ

れら主訴の2週後及び4週後の変化を見れば第

4表の如くであった．
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がノ

4週

蓑磯優誕麟1菱
　　　lolgi31116
2週 |（75）1（・5）1（9）　55）

・澱
m（3Q5）属）（瑚（訟）

　　　1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　1

2）一般臨肱斯見

a）主訴（第4表）

2

第5表

ド＼1
　　　＼＼1

131　5mg投一与12名

（4
R6）ll）

1　6
（9）（46）

／2　0

（92）

7　　0

（54）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　（括弧内数字は％を示す）

　イ　5mg投与群（12名）

　2週後完全に溝退したものはなく，軽快が12

名園9名（75％）で，不変に留ったものが3名

（25％）いたが，4週後では消退が3名（25％）

に見られ，軽侠7名（58％），不変が2名（工796）

となつ1た．

　ロ　エOm9投与群（1i名）

　2週後溜退1名（9％），軽快6名（55％），不

変4名（36％）であったが，4週後では浩退が

3名（27％）に増加し，不変は僅か1名（9％）

となった．

　ノ、　　20m9投与群　（13名）

　2週後消退1名（8％），軽快12名（92％）で，

不変に留ったものは既に1名も見られなかつ

正常　充進 減弱 消失

膝蓋腱反射
B…mg投与・・名　1 　　　　　　　｝iB1　20nユg投与13名

　　i　　　　　1
正常1充進　減弱1浦失
　　1　　　　　　1

正常 副減弱融

初診帰）蜘量（1）
　　　へ　　　　　　　　　　　　し　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

12週後 P（釧1黒総

4遍後

2」臥．．頭214
　　　　　　　　i（15）…（31）（18）　1　　　（73）

　　1　　　　　　　　　　　　1

5　2
しへ　　ノ
　（54）

　　　　　　　　　　　｛（易，1隠密（島剃暑

1（542）！1｝督岡1i㌔÷｝（島）∴暑
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た．4週後では溝退6名（46％），軽快7名（54

％）となった．今軽快と消退を好転とし，その

2週後及び4週後の百分率を比較すれば，2

週後より4週後に増加し，叉5mg投与より

10mg，201ng投与に多かった．

　b）月二二i腱反射　（第5表）

　イ　5mg投与群（12名）

　成績は第5表の如くであった．即ち初診時ヒ

れが減弱と消失を合せると6名（50％）であっ

たが，2週後7名（58％），4週後6名で減少の

傾向が見られなかった，

　ロ　10mg投与群（11名）

　減弱と消失を合せると初診時8名（73％）で

あり，2週後及び4週後各々7名（64％）で，

ここにも矢張り減少の傾向が明瞭でなかった．

　ハ　20mg投与群（13名）

　初診時減弱と消失を合せると7名（54％）で

あり，2週後及び4週後矢張り7名で減少が見

られなカ〉つた．

　何れの群におや・ても治療開始後充進の減少

と，これに件う正常の増加が見られたが，その

数は決して多いものではなかった．

　c）腓腹筋握痛（第6表）

　イ　5mg投与群

　初診時これの認められなかったものは6名

（50％）であったが，2週後及び4週後では10名

（83％）に増加し，著明に認められたものは初診

時3名い海が，4週後1名もいなくなった．

　ロ　10mg投与群

　これの認められなかったものは初診時6名

（55％）であったが，2週後及び4週後では僅か

に増加して7名（64％）となった．著明に認め

られ1たものは初診時4名（36％）いたが，4週

後は1名《9％）に減少した．

　ハ　20mg投与群

　初診時ヒれの認められなかったものは8名

（62％）であったが，2週後は12名／92％）に増

加し，4週後には全員に認められなくなった．

腓腹筋回気陰性者の各群における百分率，及び

初診時に対する2週及び4週後の比率を見る

と，10mg投与群において劣っているように見

えるが，何分例会も少なく，ヒれ丈で優劣を附

するととは困難であろう．

第6表腓腹筋握痛

B15mg投
　与12名

＼H±i＋

：B110mg投
　・与11名

初診時
6

（50）

土［＋

2週後

4週後

10

（83）

3｝316・
i（25）i（55）i

　　一一」　　　　　　1

1 1 7

（64）

1

4

（36）

10

（83）

2 0　17
　1　i（64）

3

（27）

3　　1

i（9）

：B120mg投
　与13名

一i±1＋

8

（62）

12

（92）

13

（100）

0 　5

1（38）

o｛1

olo

　d）勝腹筋硬結（第7表）

　イ5m9投与群
　初診時とれの認められなかったものは3名

（2596）に過ぎなかったが，2週以降は10名（83

％〉に増加し，著明に認められたものは初診時

6名（50％）であったが，2週以降1名も認め

られなくなった．

　・10m9投与群

　これの認められなかったものは初診時7名

（64％）であっ1たが，2週以降は10名（91％）に

　　　　　第7表

1＼鱗警l

　　　i3i3｛6
1初診�i25）∴（5・）

　　　hO　　　　　　210
2週後1（83）

瞬憾）

腓腹筋硬結

13110mg投
　与11名

　　　　一1
：B12Gmg投
　与13名

一国＋
7

（64）i

一三δ

（91）

1

1

　　一国＋i
…一…一｝一 秩p一一『
3　　5　i　　　　1　　7

（27）（38）1　　　（54）

丁「耐r「』1

　　（77）　　（8）

　　　　　1

2回…　t・12
　　　：（91）ii（92）

1io

　1

増加した．：叉著明に認められたものは初診時3

名いたカミ，　2週以隣曾よ1名もV・なくなった．

　ハ　20mg投与群

　これの認められなかったものは初診時5名

【18】
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）38％）で，2週後10名（77％），4週後12名（92

％）に増加した．反之著明に認められたものは

初診時7名（54％）で，2週後は僅かに1名（8

％）となり，4週後は1名もV・なくなった・

　4週後の陰性者の百分率を見ると，5m9投与

群よりも10m9，20mg投与：群において大であ
る．

　e）知覚鈍麻（第8表）

　イ　　5m9投与群

　初診時ヒれの認められなかったものは9名

（7596）であったが，2週後に：は全員に認められ

なくなった．然るに4週後に至って再び軽度な

がら1名にヒれが認められるようになった，著：

明に認められたものは初診時に1妬いたが，2

週以降は1名もいなくなった．

　ロ　　10m9投一与群

　これの認められなかったものは初診時8名

（73％），2週後9名（82％），4週後10名（91％）

と僅かに」曾濾した．著明に認められたものは2

名いたが，4週後1名となった．

　ハ　20mg投与群

　これの認められなかったものは初診時4名

（3196）であったが，2遡後9名（69％）に増加

し，4週後更に11名（85％）に増加した．著明

に認められたものは4名（31％）いたが，2週

以降1名もいなくなった．各投与量の効果を比

較すると20mg投与群における4週後の陰性
者の’百分率は他の群より劣るように見えるも，

初診時に比較すれば2．8倍となっており効果は

決して劣るものではなく，初診時著明に認めら

れた4名が2週後既に1名もいなくなったこと

を見ても効果は却って最も優っているようヒこ思

われる．

　f）薯孚腫（第9表）

　イ　5gm投与群

　初診時これの認められなかったものは8名

（67％），2i週後には10名（83％）に増加したが，

4週後にはその中の】名に再び軽度の浮腫を認

めるに至った．しかし乍ら著明に認められた3

名は2週後既に1名もいなくなった．

　・　10mg投与群

　初診時これの認められなかったものは6名
（55％）で，　2週後U．名（100％）に埆フjllした・が，

4週後5m9投与群の場合と同様にその中1名

に再び軽度の浮腫を認めた．著明に認められた

ものは初診時2乏いたが，2週以降には1名も

いなくなった．

　ハ　20mg投与群

　初診時これの認められなかったものは6名

（46％）であったが，2週後10名（77％），4週

後12・名（92％）に塘加した．叉著明に認められ

たものは初診時5名いたが，2週以降既に1名

も存在しなくなった，4週後の陰性者の百分i率

及び陰性化の度合は20m9投与において最も

優iり，i次》・で110m9，5m9の順となった．

第9表　浮 腫

　　　　　第8表　知　覚　鈍　麻

i摩騒投島撫投驚投
＼■±1＋ 卜 ±ド

lB1　5nユ9投

　与12名

鞭毛時19
　　　　1（75）i

2　　1 8
1（8）1（73）

1

1
1－

1

　　　112
2週後 ^…〉

・・i9i・
　　　i（82）1

＼＼■±｝＋

、週後1・・

　　　1（92）

13110ing投　　工3120mg投
　与11銭　　　　一与13冬

　　一国＋
　　　　　　　　　ダ

2　415141（18）1（3・）ii（31）

…（2

P8）圃40

■±｝＋一■＋

初鋼翻 3　　6…3　2　　6　2
　　　　　　
（25）…（55）口（18）（・6）

　　　1012　0
2澱（83）｛

趣001；1）ド

5

（39）

0

「一｝一丁一「一一一 u｝i

1 o110
1（91）1

0 　　　　
1　1112

（・）…（85）1

τ

　　　i9｝3　0
4澱i（75）1

：10　1
i
；（91）t

［　一　　　＝

0　1211　0
　（92）1

　　　　

g）第2肺動脈油魚進（第10表）

イ　5mg投与群
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　初診時これを認めなかったものは8名（67％）

であったが，2週以降11名（92％）に増加した．

叉著明に認められたものは初診時2名であった

が，2週以降は1名も見受けられなくなった．

　ロ　　10m9投与群

　これを認めなかったものは初診時5名（45％）

であったが，2週後8名（73％）に増加し，4

週後は全例に認められなくなった．著明に認め

られたものは初診時4恥いたが，2週後2名に

減少し，4週後には1名もいなくなった．

第10表第2肺動脹晋充進

：B15mg投
　与12名

＼一1±

　　　　　　18、10m9投B、201ng投
　与11名　　　与13名

　　　18
初診時1
　　　（67）

　　　　
2週後111
　　　i（92）

4週後
11

（92）

　　㌔二身因一国＋

　　252i417：0162i
一（・7）・（45）L…遡i⑱1」堕

10旨8112μ0…310
」㊥：」（18）1⑳L．一i

1脳）lo嘔olo

　ハ　20mg投与群

　これの認められなかったものは初診時7名

（54％）であったが，2週後10名（77％）に増加

し，4週後では全員に認められなくなった．著

明に認められたものは初診時6詠いたが，2週

以降1名も存在しなくなった．

　各投与量の効果を比較するに，10mg及び

20mg投与は5m9投与に比して矛傑優れてい

るように思われる．

　h）尿中ウ・ビリノーゲン試験（第11表）

　イ　　51n9投与群

　陰性者は初診時及び2i週三共に7名（58％）

であったが，4週後9名（75％）に増加し，弱

陽性者の1名は4週後にはいなくなった．

　ロ　10mg投与群

　陰性者は初診時7名（64％），2週後9名（82

％），4週後10名（91％）であった．弱陽性者の

　　　　　　　　げ2名は4週後に，申等度陽性者の1名は2週後

に何れもいなくなった．

　ノ、　20m9投与群

　陰性者は初診時8名（62％），2週後に10名

（77％）に増加し，4週後には実に全員が陰性と

なつ1た．

　陰性者の百分率は2週後より4週後に多く，

叉投与：量においては5m9投与より重Om9，

20m9投与において成績が優っているようであ

る．

第11表　　尿ウロビリノーゲン試験

tB・5皿・投与12名・B…m9投与・1名一一一一一一一一一一 u一一一一　　一一一一一一…一一d

±

初診時　7i4
　　　　（58）　ト（33）

　　　　閥ヲ『＋て…一

2週後

4週後

十

一一P

（8）

邸）1㈹1（1　19　　　18）1（82）

±

711
（64）　（9）

9　　　0

　　1一　1一

＋i÷＋i一
　　r　　　　　i

・｛・i8
（18）i（9）1（62）

一…
s一幽一一…一　…一一

2

（18）

lB・20狸墨塑蚤」

9

（75）

3

（25）

0 10　　　1

（91）　（9）

0

0　　　10

　［（77）

　1
0　113
　i（100）

±1＋

4i1
（31）1（8）

3一 h0一一

（23）

0 0

　i）血圧（第12表）

　イ　5mg投与群

　最高血圧の不均値は初診時110mm，2週後

107rnm，4週後103mmで何れも～二の年齢暦

（17歳～21歳）の生理的範囲に這入るが，梢ζ低

下の傾向が見られたのは從來の脚気患者に関す

る報告と少しく異なるようであるが，最低血t圧

には斯る傾向は見られす，初診時57mm，2週
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後62mm，4週後59mmと寧ろ僅かながら上
昇の傾向が見られた．二って脹圧は初診時53

mm，2週後45mm，4週後44mmと漸次減
少した．

　ロ　　10m9投与群

　最：高，血圧の山蜂値は初診時109mm，2週後

108mm，4週後105mm，最低血圧は初診時56

mm，2週後59mm，4週後59mm，脈圧は初

診時53mm，2週後49mm，4週後46mmで，
5m9投与の場合と大体同じ傾向が見られた．

　ノ、　20m9投与二群

　最：高血圧の『立均値は初診時及び2週後104

mm，4遡後102mmで大差はないが，最低血

圧の雫均値は初診時55mm，2週後60mm，

4週後63mmと上昇の傾向を示した．從って

脈圧は初診時49mm，2週後44mm，4週後
39mmと減少した．

第12表血 圧

B1モP曙投「B149輩投

＼＼酬難語緯圏羅1
旨謝一一・・6「翻嘉一一・唾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　ト
　　　　　　　　　　　　　、1釧翻i震

「灘郡騨謂　　　　　　　　　　　　　国・・2163139

13120mg投
　与13名

　　　脹
　　　圧i一一

考

　脚気症に対するB1使用量の問題は從來論ぜ

られた所であるが，効果の判定に際してはその

患者が眞に脚気症であり，これに似て非なる脚

気様歌態は当然排除されておるべきである．沢

田2）3）は氏の尿脚気反応の陰転と症状の好転を

示標として人体実験を行える結果，B】使用量

としては5m9の西端で充分なものも少なくな

いが（殊に暑熱の候以外においては），一般には

10m9を投与すべきであり，特に慢性脚気症の

場合には20mg投与が望ましいと述べた．叉

井上4）は血中B1特に「エステル型：B1量の：変

動及び尿中へのB1排泄歌況を効果の弓返とし

た臨豚実験において，1日量として一一般に3m9

で足りるが，効果を急ぐ場合は最初のうち比較

的大量を使用するのが望ましいといい，浜本5）

は経口的投与の場合1日前10m9が吸牧限界量

であるとし，叉動物実験においてB1静注後一

定時間，組織，臓器の総：B1値がその静注：量と

準行するととを認めて，緊急な甥必要に際し

て行われる大量凱注射を支持する可能性があ

ると述べてV・る．

　著者は先に上記紡織工場にむける所謂「夏負

け」患者の大部分が「ヒポビタミノ一語B1に

属することを報告したが，これにBlの種々の

按

量を投与してその効果を検討し，こヒにその事

を更に確かめると共に，如何なる量が本疾患に

書痴であるかを知る機会を得たのであるが，自

覚症症歌の好転，血中焦酸量の低下，β1負荷

試験の陰性化を三聖とするとき，：B1連続投与

2週より4週のものにおいて効果が更に大き

く，：量においては5mg投与の場合より10m9，

20m9投与の場合効果が大且つ迅遽：であること

を知り得た．特にB1：負荷試験において，5mg

投与の場合と10m9，20m9投与の場合では，

その陰転歌況に明らかな差が認められ，この事

は伊藤6）が脚気患者について行った実験で尿脚

気反応の陰転率と：BI投与量との関係において，

5mg投与と10m9，20mg投与（何れも皮下注

射）との聞には陰転率に明らかな差があった

が，10mg投与と20m9投与との間には大差が

なかったと述べていることに類似してV・る．：な

お血中焦適量の低下，B・負荷試験の陰性化，

自他覚症款の好転との聞には大休において『工行

関係が見られたが，必ずしもそうでない場合が

あり，血中焦酸量の低下，」31負荷試験の陰性

化は比較的垂線に（特に10m9，20m9投与の

場合）見られるに反し，膝蓋腱反射の正常化及

び倦怠感の画面は諄く，叉必すしも充分とはい
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えない．これは患者の殆んどすべてが立作業に

從事していることに関聯があるのか，將叉組

織，臓器の二次的変化によるのか，俄かに判定

し難いが，同僚桑野8）が本実験で取扱つた患者

の若干につき血中沃度の定量を行って，常にそ

の異常な低下を見，ヒヒに甲歌腺機能の低下が

推定されるが如きも，本症の成立に関して：B1

欠乏の及ぼす影響には広汎なものがあり，從っ

て131の急速補給を以て万事を解決するの容易

ならざるものがあるととを知らしめるものであ

ろう．

　以上を要するに膝蓋腱反射の正常化及び自覚

症の浩退についてはなお若干釈然たらざるもの

があるとはV・え，吾々の「夏負け」患者に対し

今回：B、投与を階段的に行える結果，血中焦酸

：量の低下，B・負荷試験陰性化を見ると共に，

他覚的所見を大いに改善し得たととは，ヒの疾

患が矢張り「ヒポビタミノーゼ：B1に属するこ

とを確信せしめるものである．

結

　1．著者は一先に一：亜麻紡織工場における脚気

様主訴患者（所謂「夏負け」）の臨休的所見，

血申焦酸及び：B1負荷試験を調査して，その「ヒ

ポビタミノーゼ：B1に属するものであることを

論じたが，今回種々の：量における：B1蓮続投与

を試み，以上諸項目の異常所見が不常に殆んど

復帰するととを認め，本病的状態が矢張り「ヒ

ポビタミノーゼB1に過ぎなかった～二とを愈々

論

とヒに主張する．

　2．なお，とれらの際，その散態を改善する

上に1日1回B110m9注射が5mg注射に比
して効果の急速なるヒと，但し必ずしも20mg

注射するには及ばないヒとを知った．

　欄諭するに当り終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜

わりたる恩師日置敬授に満腔の謝意を捧ぐ．
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